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競技報告 (2018/ 7.26 -27)                         写真と記事：M.Kikutake 

 

晴れの優勝者 

【15～17歳の部】 

男子 ２アンダー 八川  遼(東福岡高３年) 

女子 ２アンダー 鬼塚 貴理(熊本国府高３年) 

【12～14歳の部】 

男子 ５アンダー 後藤 颯太(福岡・沖学園中３年) 

女子 イーブンパー荒木 優奈(熊本・玉名中１年) 

 

 

第 38回選手権は７月 26、27日の２日間、大分県竹田市の久住高原ゴルフ倶楽部(男子 7175㍎、女子 6441㍎＝いずれもパー72)

で行われた。15～17歳の部男子は通算２アンダー、142の八川遼(はるか、東福岡高３年)が、同女子は鬼塚貴理(熊本国府高３

年)が通算２アンダーの 142で、いずれも逆転で２位に１打差をつけて初優勝を決めた。 

第 38回九州ジュニア選手権競技 
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 12～14 歳の部は、男子で通算５アンダー、139 とただ１人アンダーパーをマークした後藤颯太(福岡・沖学園中３年)が２位

に７打差をつける圧勝で初優勝した。後藤は初出場での優勝。同女子は通算イーブンパー、144の荒木優奈(熊本・玉名中１年)

が初日の５位から逆転して初優勝した。荒木は築山小６年の昨年の九州小学生大会でも優勝しており、先輩たちを押しのけて

〝連盟競技２冠〟を達成した。 

(各級優勝者＝写真㊧から八川遼、鬼塚貴理、後藤颯太、荒木優奈の各選手) 

 

出場したのは 15～17歳の部の男子が 50人、同女子 42人、12～14歳の部男子 35人、同女子 35人。初日に予選カットが行われ、

15～17歳男子 40人、同女子 32人、12～14歳の部は男女ともに 28人が最終日の決勝ラウンドに進んだ。 

高原とはいえ連日 30度を超す暑さだったが、脱落者を出すこともなく、日本ジュニア選手権へ向けた熱い戦いが繰り広げら

れた。 

 

出利葉太一郎は連覇ならず 

競技は 15～17歳の部男子で初日、前年優勝の出利葉太一郎(福岡・沖学園高２年)が４アンダー、68と後続に２打差をつけて好

スタートを切った。２位タイには石塚祥利(同１年)と枝川吏輝(宮崎・日章学園高１年)の２人が並び、さらに１打差で八川と

緒方大樹(熊本国府高３年)がつける展開。体力勝負となった最終日はスコアを伸ばしきれない選手が続出する中で八川が７バ

ーディー、４ボギー、１ダブルボギーと激しい出入りのゴルフながら１アンダーで回り、逆転で勝利をつかんだ。初日首位の

出利葉は３バーディー、２ボギー、１ダブルボギー、１トリプルボギーの 76 をたたき３位タイ。ベストスコアの 70 で回った

商崎涼平(鹿児島城西高１年)が初日の 25位タイから６位タイへ浮上した。 

 

同女子は初日、４アンダーの 68をマークした岩切美空(宮崎日大高１年)が単独首位。これを２打差の２位で鬼塚、さらに１打

差の３位に永嶋花音(宮崎・日章学園高２年)がつけ、さらには今年の九州女子選手権を制した後藤未有(福岡・沖学園高３年)

をはじめ、ＪＧＡナショナルチームメンバーの佐渡山理莉(沖縄・名護高３年)らが控える気の抜けない出だしとなった。最終

日はそんな中から、鬼塚が３バーディー、３ボギーの 72と安定したスコアで回り、逆転優勝した。１打差の２位は永嶋、さら

に１打差の３位タイに岩切、澁澤莉絵留(沖学園高３年)、奥山純菜(熊本国府高２年)の３人が入った。前年優勝の新城莉李亜(沖

縄・宜野座高３年)は後藤らとともに通算１オーバーの６位タイだった。 

 

12～14歳女子は１年生の荒木優奈が逆転優勝 

12～14歳の部男子は、初日２アンダーで単独トップに立った後藤が、最終日も５アンダー、２ボギーの 69をマーク。２位の池

田拓史(鹿児島・吉野中３年)に７打差をつけて優勝。さらに１打差、３オーバーの３位には吉田京介(大分・城北中２年)。 

同女子は初日、山田萌結(長崎・山里中３年)がイーブンパーで単独首位。これを１打差で竹田麗央(熊本・合志中３年)ら３人、

さらに１打差の５位タイで荒木と桜井心那(山里中３年)の２人が追った。最終日は４バーディー、２ボギーとただ１人アンダ

ーパーの 70で回った荒木が逆転で栄冠を勝ち取った。２打差の２位は桜井で、さらに２打差の３位タイに武田と山田の２人だ

った。前年優勝の賀数心南(沖縄・古蔵中２年)は通算６オーバーで６位だった。 

 

この試合の結果、８月 15日から３日間、埼玉県・霞ヶ関ＣＣで行われる第 24回日本ジュニア選手権には、15～17歳の部で男

子上位 13人、女子９人(シード選手を除く)と 12～14歳の部男子７人、同女子７人が出場権を得た。(同スコアの場合は最終ラ

ウンドのスコアを比較して決定) 

 

 

15～17歳の部は男女とも逆転劇 

「自分のゴルフを」で無欲の勝利の八川遼 
「優勝を狙っていたわけではないんです。自分のゴルフをして勝てたらいいな、と」。大方の下馬評を裏切っての初優勝に、

「びっくりです。けど、うれしい」と笑顔を見せたのが八川遼だった。終わってみれば７バーディーを奪取。「ラウンド中はボ

ギーも出ていたから、そういいとは思わなかった」と言うそのラウンドを振り返ってもらった。 
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インスタートの 10番、13番でいきなりボギーが続いた。ところが、14番から目を見張る

４連続バーディー。折り返してからも２、３番とバーディーを重ねた。首位に３打差で終え

た初日を終え、集中してアプローチ練習をしたところ「いい感じになっていた」と八川で、

この日のラウンドがその好調を示した。しかし、終盤になって７番ボギー、８番ＯＢでダブ

ルボギーと乱れたところは反省材料。「気持ちが守りに入って攻めきれなかった」と八川だっ

た。 

高校は違うが、前回優勝の出利葉とは同じ練習場の仲間。一級下だが、「相手のレベルの方

が上」と口にするが、攻めて勝ち取った優勝でもあり、「少しは(出利葉に)近づいたかな」と、

ちょっと自信もついたようだ。 

小学校時代は少年軟式野球、中学になって祖父の勧めでゴルフを始めた。篠塚武久さんが

開く教室の門をたたき腕を磨いてきた。高校は清水大成(2016 九州ジュニア優勝、昨年の日

本学生優勝)にあこがれて東福岡校へ。 

最終学年の日本ジュニア。昨年は予選落ちだっただけに、控えめな豊富だったが、「今年は

できたら上位に」と、無欲での戦いに挑むようだ。 

 

「今日は結果にこだわった」で意欲の勝利の鬼塚貴理 
 

 一方の女子の鬼塚は、熊本・清水小５年の時に九州小学生大会で優勝している。その時

の２位は、後藤未有(当時、城野小５年)だった。いわゆる〝黄金世代〟にあったが、なか

なか目が出ず、やっとつかんだ優勝、という感じだ。 

 大会を迎えたとき、「自分のゴルフができれば、と結果にはこだわっていなかった」と

いう。ところが、初日は首位に２打差の２位。これで火が付いたようだ。「最終学年だし、

負けられない。今日は(結果に)こだわりました」と語気を強めた。 

照りつける太陽、30度を超える酷暑。選手のスコアは伸びない。そんな中で前半は７番

から３連続バーディー。後半になってボギーを３つ重ねてイーブンに戻したが、他も伸ば

しておらず、結局は我慢が功を奏して逆転優勝に結び付いた格好だ。 

 姉の雅(19)はスノーボードの韓国・平昌五輪の女子日本代表。小さいころからプロとし

て各地を転戦している姉に刺激され、自分のゴルフも意欲が出てきた。昨年は予選落ち。

今年は「３日間ともアンダーで回りたい」ときっぱり。そうすれば自ずと、勝利がついて

くるスコアだ。 

 

 

12～14歳の部の男子 

後藤颯太 (ただ１人アンダーパーで初出場優勝) アプローチショットが良

くて、ピンについてくれてバーディーが取れた。日本ジュニアではボギーを出さない

ようにしたい。どこまでやれるか、楽しみです。 

 

12～14歳の部の女子 

荒木優奈(小学生大会に続く優勝) ３番で３パットしてもったいなかったけ

ど、４番ではグリーンエッジからパターでピンに当たりバーディー。運がよかった。

レベルが高い日本ジュニアで、少しでも上に行くのが目標です。 


